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議会活性化検討委員会2016
で検討されている。

○ 目的

議長の諮問に応じ、長野市議会の活性化等に関する

事項について調査及び審議し、議長に答申する。

○位置付け

会議規則第166条で規定する協議等の場

（平成28年12月定例会で設置）

○期間 令和元年９月定例会まで

○実績 タブレット端末の導入

常任委員会のインターネット中継の実施 など
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検討の経緯

○決算審査の次年度予算への反映 【H29年12月委員会】

現状（12月定例会認定）より、早期に決算認定ができ
るよう審査方法や審査日程等を見直す必要がある。

⇒「予算・決算審査の在り方」を検討項目とし、

優先項目として、「決算審査の在り方」を検討

○これまで確認された基本方針 【R元年５月委員会】

本会議において

・通常年は、９月定例会提出、 ９月定例会認定

・改選年は、10月臨時会提出、12月定例会認定
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今後の予定

○次回委員会は、６月13日に開催

基本方針実現のため、決算を審査する委員会に

ついて、以下の点について、

各会派等の考えをまとめ、協議を進める。

【検討事項】

審査機関、審査体制、審査日数、審査時間、

議案説明、質疑、委員長報告

○現議員の任期中に、方向を出すよう進めている。
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